	世界最大の銅仏像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔奈良時代〕
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奈良の大仏さまとして親しまれている世界最大の銅仏像です。天平17年（745年・奈良時代中期）から工事がはじまり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんぴょう),天平)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうほう),勝宝)4年（752年）にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいげん),開眼)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くよう),供養)されました。その後たびかさなる戦いで焼かれ、そのたびに大改修が行われました。現在の大仏は、胴体がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かまくら),鎌倉)時代、頭部が江戸時代になおされたもので、台座の蓮弁部とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひだりだいたいぶ),左大腿部)の一部に天平当時のものが残っています。この国家をあげての事業には、当時庶民に仏教を教えていたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょうき),行基)が、先頭にたち工事を進めていましたが、完成を見ることなく、亡くなりました。

■大仏のつくり方


　大仏は銅をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),鋳)固めた鋳造像です。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうぞう),鋳造)の手順は、まずできあがりとほぼEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どうすん),同寸)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げんけい),原型)をつくることから始まります。

次に原型をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そとがた),外型)で包み、いったん外型をはずして原型の表面をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けず),削)り、外側を戻すと削った分のすき間ができているから、そこに銅を流し込みます。

大仏の場合、並みの大きさではないので、原型は巨大なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かご),籠)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねんど),粘土)を重ねてつくりました。銅は、周囲に丘を築いてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろ),炉)を設け、そこからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とい),樋)を渡して流し込みます。

　しかしいっぺんにはできないので、大仏を８層に分け、あたかも銅の輪を積み重ねるように少しずつ進めました。

すると最後は盛り土の山で大仏が包まれた状態になります。山をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くず),崩)して大仏が現れたときには、みんなさぞ感激したことでしょう。

この作業は、官営のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぞうとうだいじ),造東大寺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しぞうぶつしょ),司造仏所)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くになかのむらじ),国中連)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きみ),公)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まろ),麻呂)が総指揮をとりました。
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�盧舎那仏～毘盧舎那仏の略。万物を照らす宇宙的な仏の名。華厳経や梵網経に説かれている。釈迦如来は化身であり、その本身の仏が盧舎那仏であるとしている。奈良の大仏は盧舎那仏像の代表的なものである。





